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　洋画家深沢紅子さん
（1903-1993）の誕生日に
あたる 3月 23 日、深沢紅
子野の花美術館は「バース
デー忘れな草イベント」を
初めて開く。大藤敏行館長
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深沢紅子さんの誕生日に記念イベント

G

　旧軽井沢の商業施設「チャーチ
ストリート軽井沢」が 2月 18日、
12種類の外貨を日本円に変換でき
る自動両替機を施設内に設置した。
　利用可能な外貨は、米ドル、中
国元、台湾ドル、ユーロ、香港ドル、
シンガポールドル、オーストラリ
アドル、タイバーツ、英ポンド、
韓国ウォン、インドネシアルピア、
マレーシアリンギット。
　液晶パネルに、外貨ごとその日
のレートが表示され、投入した外
貨（紙幣のみ）に応じた日本円の
紙幣と硬貨を受け取れる。パスポ

　軽井沢駅新幹線ホームに、転落・危険
防止のためのホームドアが設置される。
設置するのは、臨時・回送列車用の1番
線をのぞいた2・3番線。工事は昨年か
ら行われ、完成は4月下旬の予定。「ゴー
ルデンウィークには使えるようにしたい」
とＪＲ軽井沢駅の担当者。ガラスの部分
には軽井沢彫のような桜模様が浮かび上
がるデザインを予定している。

軽井沢駅のホームドア、
ただいま工事中
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ート認証の必要はない。パネル内
の案内表示は、4カ国語（英、中、韓、
日）に対応している。
　同施設の西山英一郎さんは「両
替機を利用した中国人の観光客か
ら『便利ですね』と嬉しい言葉を
頂いた。気軽に両替できる場所が
あれば、お金の使い方も変わって
くる。地域の売り上げアップに繋
がれば」と話していた。

12通貨に対応

自動外貨両替機が旧軽井沢に

G

E
H

による美術館案内、ティー
タイム、深沢省三・紅子画
伯夫妻が手がけた絵本朗読
などを実施。時間は 14時
から。料金は 1000 円。要
予約。TEL0267-45-3662

　企業や家庭で余った食品の寄付
を受け、生活困窮者や福祉施設に
無償提供する「フードバンク」の
活動について理解を深めようと、
軽井沢町の有志が2月 21日、保健
福祉複合施設「木もれ陽の里」で
勉強会を開いた。NPO法人フード

バンク信州の副理事長美谷島越子
さんが、フードバンクの仕組みや
県内の事例を紹介。地元住民ら約
50人が参加した。
　美谷島さんによると、寄付を受
ける食品は缶詰、カップ麺、レト
ルト食品、菓子、米などで、賞味
期限まで 1ヵ月以上あり未開封の
もの。食品を提供してもらう方法
の一つとして、職場や学校、イベ
ント開催場所など、人が集まると
ころに拠点を設置し周知する「フ
ードドライブ」の活動を紹介した。
　フードバンク信州が昨年 4月か
ら今年 1月までに、寄贈を受けた

余った食品を困っている人へ

地元有志がフードバンクの勉強会

勉強会を企画した借宿の土屋一恵さんらが中
心となり 3 月 22 日、「フードバンク軽井沢」
の立ち上げに向けた会合を開く。木もれ陽の
里で 13 時半から。「興味のある方は積極的に
参加してほしい」と土屋さん。問い合わせは
土屋さん（TEL080-1125-1928）まで。

食品は計約 14300kg。地域の生活
就労支援センター（まいさぽ）を
通じ、生活困窮者や社会福祉施設、
経済的に厳しい家庭の子どもの学
習支援や食事提供を行う「信州子
どもカフェ」などに配布した。
　美谷島さんは、「フードバンクは
食品ロスの削減、困窮者支援につ
ながる。食を通じ地域の中に支え
合いの仕組みを作ることが一番の
目標」と説明した。
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　御代田中学校2年で軽井沢町在住
の平木亜莉奈さんが、アメリカ・フ
ロリダ州で昨年 12月 14 日～ 16日
に開かれた「IMGA世界ジュニアゴル
フ選手権・フロリダチャレンジ」（11
～ 14歳の部）に出場し優勝した。2
月 14日、藤巻進町長のもとを訪れ、
結果を報告した。
　3日間のスコアがそれぞれ67、69、
66 のトータル－ 14 で、2位に 7打
差をつけ頂点に立った。7月の IMGA
世界ジュニアゴルフ選手権に、4年
連続で出場する。

　町長は「すごい。これからも頑張っ
て、活躍してもらいたい」とエールを
送った。調子が上向いている要因につ
いて、平木さんは「ミスしたことを引
きずらず、切り替えができるようにな
った」と自己分析。次の一年に向け「走
り込み、体幹トレーニングで下半身を
強化し、スイングを安定させたい」と
意気込みを見せた。

御代田中2年平木亜莉奈さん

世界Jr. フロリダチャレンジ優勝
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